様式第１１号（第８条関係）
景観計画適合確認表
（表）
	行為の場所
	区域の別
	□市街地地域　 □田園地域 　□農山村地域

	
	地名地番
	

	行為の種類
	□ 建 築 物
	区分
	□修繕

□新築 □増築 □改築 □移転 □外観の変更　　□模様替

□色彩変更

	
	□ 工 作 物
	区分
	□修繕

□新設 □増築 □改築 □移転 □外観の変更　　□模様替

□色彩変更

	色　彩　基　準
	□  地域別に定められている色彩基準に該当する色彩を外観に使用していない。

（使用している場合は、その使用量が各立面で３分の１を超えていない。）

	景　　観　　形　　成　　基　　準
	共　　　　通　　　　基　　　　準
	広域的な

観点での

配慮事項
	□　広域的な観点から景観特性を把握し、地域の景観に与える影響に配慮した。

	
	
	
	□　沿道等からの眺望やスカイラインの保全に配慮した。

	
	
	街並みの観点

での配慮事項
	□　外観については、街並みと調和した素材や色彩とするよう配慮した。

	
	
	
	□　高さについては、街並みの連続性をくずさず、周辺に圧迫感を生じさせないように配慮した。

	
	
	
	□　形態については、周辺の街並みと調和するように配慮した。

	
	
	建築物等のデザイン
	□　外観の色彩については、原色や蛍光色など、派手なものを避け、周辺の景観との調和に配慮した。

	
	
	
	□　多色を用い、若しくは壁面のアクセントとして色を用いるにあたって、壁面の基調色とのバランスに十分配慮した。

	
	
	
	□　建物付属物（屋外階段・空調設備等）については、建築物本体との調和に配慮した形態・意匠、色彩とした。

	
	
	
	□　敷地内については、道路等の公共空間に潤いを与えるよう、地域の景観に調和した樹種等の植栽に努めた。


（裏）

	景　　観　　形　　成　　基　　準
	地　　　域　　　別　　　基　　　準
	市　街　地　地　域（用　途　地　域　内）
	□　地域の現況特性を理解し、建築物等の形態・意匠等については、街並みへの調和に配慮した。特に、最小限の影響範囲として、向こう三軒両隣の関係性に十分配慮した。

	
	
	
	□　市街地を取り巻く、緑の縁取りの存在を意識し、建築物等の配置や、高さ構成については、主要な通りから緑の縁取りへの視線を遮らないように配慮した。

	
	
	
	□　緑地空間の少ない市街地にあっては、敷地内緑化に努めるとともに、敷地内の緑ができるだけ通りから見えるように配慮した。

	
	
	
	□　住宅地については、安らぎの感じられる豊かな生活環境を育成するため、建築物等の奇抜な形態・意匠は避け、落ち着きと秩序のある街並み景観となるよう配慮した。

	
	
	
	□　住宅と店舗・事務所、工場等が複合する市街地にあっては、良好な住環境を保全・育成するため、住宅以外の用途を住環境になじませるよう建築物及び屋外広告物等の形態・意匠を配慮した。

	
	
	
	□　沿道建築物の屋外灯等は、通りや広場などの夜間のにぎわいづくりに効果的となるよう、配置等について配慮した。

	
	
	
	□　秩父夜祭を始めとする地域の伝統的な祭りや文化等の舞台となる広場・建築物・道路等の周辺施設については、形態・意匠・材質をそれらとの調和に配慮した。

	
	
	田園地域（用途地域を

除く都市計画区域内）
	□　のどかな地域環境を考慮し、敷地空間にゆとりを取るような建築物等の配置に努めた。

	
	
	
	□　建築物等の形態・意匠については、遠景の山並みや屋敷林、田園などの背景との調和に配慮した。

	
	
	
	□　緑豊かな周辺環境を考慮し、敷地周りは植栽・生垣など、地域に潤いを与える緑化に努めた。

	
	
	
	□　地域内の住宅地については、落ち着きと秩序のある街並み景観となるよう建築物等の形態・意匠に配慮した。

	
	
	農山村地域（都

市計画区域外）
	□　建築物等の壁面については、木材やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しっくい),漆喰)などの伝統的な素材感と色調となるよう配慮した。

	
	
	
	□　擁壁等については、自然石等の伝統的に使われている素材を用いるなど、地域の自然環境等に配慮した。

	
	
	
	□　建築物等については、周辺の自然と調和した形態・意匠となるよう配慮した。

	
	
	
	□　屋外広告物等については、自然素材を活用するなど、周辺の自然との調和に配慮した。


 備考　該当する□内に、レ印を付すること。
